
参考様式B5（自己評価等関係）

～ R 8 年　2 月　6 日

（対象者数） 15名 （回答者数） 14名

～ R 8 年　2 月　6 日

（対象者数） 7名 （回答者数） 7名

○ 分析結果  

さらに充実を図るための取組等

1

お出かけ時に公共交通機関なども使用し、お金の計算・管理

の仕方を楽しみながら学べるようなイベント企画を企画して

いきます。野菜・果物・花などの農業体験を行い、季節感を

養っていく。

2

子どもたちの成長に合わせて、活動内容に工夫をしルールや

約束事を確認しながらのびのび活動が出来るように支援して

いきます。

3
今後も信頼を裏切ることなく、今大事にしていることを継続

していきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
日頃からかかわりを大切にし環境を深めながら連携出来るこ

とを検討していく。

2

保護者会の開催の検討についてはスケジュールの合う保護者

様同士の場を設けると、共に長期休暇などを利用しての親子

イベントの開催検討もしていきます。

3
研修のお知らせの掲示板を作ってみんなが共有し積極的に参

加できる体制を整えていきます。

○事業所名 Plumeria

○保護者評価実施期間
R 8 年　1 月　9 日

○保護者評価有効回答数

R 8 年　1 月　9 日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R 8 年　2 月　13 日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

研修などへの参加
現在動画で必須項目の研修を個々で行っているが外部研修のお

知らせが少なく参加出来ていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域との連携の弱さ
他の学校や事業所・地域とのやり取りがあまりないことから合

同で出来るような事を考えて行きたい。

保護者会との保護者同士の交流の機会が出来ていない
保護者様それぞれのスケジュールを合わせ時間を設けることが

難しい。

子どもたちがさまざまな経験を通して学び、成長につながるよ

うなイベント・行事が豊富である。

時期に合った野菜の収穫を行い、調理することで食育にも繋

がっていたり、祝日・長期休暇には体験施設や時期に合った観

光スポットへのお出かけ等日頃体験できない様な行事の企画を

しています。

子どもたちが活動するにあたり、思いっきり身体を動かすこと

ができるスペースがある。

室内では室内ドッチボールやサーキット活動なども出来ます

が、近隣での散歩や公園にて鬼ごっこやボール遊び・縄跳び・

ブランコや滑り台の遊具で身体を動かすことが出来る。

保護者様から信頼されている。

その日起こった事を正確かつ迅速に報告し重要な事は顔を合わ

せて口頭で伝え、その都度保護者様の承諾等ももらっている。

保護者様を尊重し、寄り添った対応を心掛けている。

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


